




研究目的 

乳幼児突然死(SIDS)の発生頻度を調査し、発生の危険因子を検討するとともに、臨床的に

も、基礎的にも病態生理学的な研究を行いその本態を解明し、予防指針を作成し予防対策

を確立すること。 

まとめ 

昭和56-58年に引き続き2年間の研究がなされたが、発生頻度は出生1000人に対して0.07

～0.16 と欧米に比してかなり低いことが判明し、病態生理学的には終夜ポリグラフ検査や

脳幹機能検査及び基礎的な検索により脳幹神経核の異常が示唆され、また実際的な予防対

策として小型呼吸モニタによるホームモニタリングの有効性が確認された。 


